
（一社）日本リモートセンシング学会 大学研究室紹介

 研究室HP：http://www.cit-nu.com/civil/rsru/

 所在地：〒275-8575 千葉県習志野市泉町１−２−１

 研究室の教員：
 土木工学科 教 授 杉村俊郎（sugimura.toshirou@nihon-u.ac.jp）
 土木工学科 専任講師 青山定敬（aoyama.sadayoshi@nihon-u.ac.jp）
 土木工学科 専任講師 朝香智仁（asaka.tomohito@nihon-u.ac.jp）
 環境安全工学科 教 授 岩下圭之（iwashita.keishi@nihon-u.ac.jp）
 環境安全工学科 助 教 野中崇志（nonaka.takashi@nihon-u.ac.jp）

日本大学生産工学部では，「土木工学科」と「環境安全工学科」に所属する教員の研究
室において，陸域（熱環境など）水域（水質環境など），地形（地盤変動など）ならびに
防災（地域の防災計画など）に関するリモートセンシングの研究を行っています。



高校生へ：研究室訪問や模擬授業は随時受け付けています。詳細はEメールにてお問い合わせ下さい。
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